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＜連絡事項＞
・栄養より
土曜日、日曜日、夜間の食事形態変更、入院時の連絡は、厨房のピッチに連絡してください。4コール後にアナウンスが流れるので、夜間は留守電に入れて下さい。
＜移動＞
・大川　俊彦様～療養環境変更目的にて、東病棟Cユニット5号室から南病棟Aユニット123号室へ転出となっている。
・上野　正志様～療養環境変更目的にて、南病棟Aユニット123号室から東病棟Cユニット5号室へ転入となる。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～午後本人より「お腹の調子が良くないので、整腸剤欲しいんですけど…。」と訴えあり。主治医不在の為、日直医三浦Drへ報告し、ミヤBM　3P　3×毎食後　3日分(本日夕から内服)処方頂いている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は他者への付き纏い見られ、時間短縮して隔離している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。アニメについての話し掛けあるも自ら話の切り上げは出来ている。苛々感や幻聴に関する訴えはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。眼光の鋭さや妄想言動はなくホールや自室で過ごす。頻回な飲水希望もなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・工藤　みず紀様～興奮消失したため9時30分時間隔離解除となる。対面時は口調も落ち着いており易怒性や興奮なく自室で過ごす。
・見付　幸一様～身体拘束中。経管栄養トラブル無く施行。14:00体温37.0℃、他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。悪寒無く、クーリング開始。左手の浮腫持続。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。食事は1/4～2/3摂取。拒薬無し。危険行為や妄想発言は無く、対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・宮崎　宏之様～奇声を上げながら自室内をウロウロしている。拒食や拒薬はない。
・田村　真紀子様～多弁さ・易怒性はないも外出時間について何度もスタッフへ確認する事あり。
・三輪　一浩様～帰宅要求はなし。ホールで他者と談笑して過ごし穏やか。
・大橋　ミツ様～バイタルサインの異常はなし。各食全量～1/2摂取。両手の掻痒感を訴える。
・小平　磯江様～経管栄養トラブル無く施行。10:00体温37.3℃、他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。悪寒無く、クーリング開始。痰鳴あり、吸引施行し白色痰少量除去。14:00には体温36.4℃へ解熱。クーリング除去し経過観察。
・高橋　末吉様～経管栄養トラブル無く施行。14:00体温37.6℃、他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。悪寒無く、クーリング開始。痰鳴あり、吸引施行し白色痰少量除去。
・藤井　孝蔵様～CRP4＋にて、本日からバンコマイシンの点滴を1本/日/7日分処方となる。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～自室にて臥床して過ごされている。他者トラブルなく、妄想発言や粗暴行為なく経過。

・宮古　喜久代様～8/8 措置解除行っている。今後は医療保護入院へと入院形態が変更となる。入院診療計画書は、家族様のサインが無い為、PSWへ郵送の依頼をしている。
＜入院患者様情報＞
日　　時：令和1年8月10日　　
　氏　　名：宮古　克弘（みやこ　かつひろ）様

　生年月日：昭和33年9月11日　60歳

　病　　名：精神遅滞

　性　　別：男性

　　主治医：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット13号室

(経過）

　当院へ1回の入院歴がある。前回の退院はH28.6.17.退院後は三沢市内にある有料老人ホームへ入居し、精神科通院はなく施設嘱託医である「鳴海外科」にてフォローしていた。その後は状態安定され経過していたが、R1.6月頃に便失禁するようになり、7月からは奇

声が出現。嘱託医より薬剤調整施行するも、改善なく、R1.8.6あおぞらクリニックを受診。薬剤調整施行するも、改善なく施設内にてタンスを持ち上げ負傷する、奇声、興奮等あり、R1.8.9あおぞらクリニックを受診。施設対応困難にて入院治療希望あり。R1.8.10　12：31　東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院となる。

